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英語音声の聴解判断における日本語母語の影響

犬 塚 博 彦

1 はじめに

科高は、日本人英語学習者が英語音声を聴解する際に、日本語母語の影響がど

のような形で現われるのかを調査する目的で、勤務校の岩手大学教育学部で平成

23年度前期「英語音声学演習 1Jにおいてリスニング実験を行ない、実験結果か

ら見えてくる聴揮エラーの要因を、(1)話線と鰯斤の方向性、(2)言語形式におけ

る階層、の 2つの視}~を踏まえて分析し考察を加えたものである。なお、本砂防

は筆者が継伊品に取り組んでいる日本語母語話者による英語音声聴解プロセス研

究の一環として位置づけられるものである。

2 リスニング実験

2. 1 実験方法について平成22年度以降の若干の変更点

リスニング実験の方法については、犬塚白007b)においてすでに確立している方

法に沿って行なうことを基本としたが、犬塚(2011:73)で触れたように平成22年度

からは調査方法において若干の変更が加えられている。

具体的には、実験形態は被験者にとってその場で時を置かずに取り組める「デ

ィクテーションJのみとし、以前の調査で「ディクテーションJにあわせて行な

っていた「テープおこしj については今回も扱わないこととした。その根拠とし

ては、 (1)本研究のように、 1廊解者が英語音声を聴いて反射的にどのように判断

したかという点から追究する場合は、筆者の実験で採用している「ディクテーシ

ヨン」の方法のみで十分に有効なデータが得られることと、 (2)rテープおこし」

では、取り組み自体に時間がかかるため，必撚的に時と場所を変えてそれぞれの

被験者に自主的に取り組んでもらう形になり、その場合、被験者ごとにその精度

に質的なばらつきが生じる可能性があることが判明したためである。

また今回の平成3年度の調査から新たに取り入れた方法として、「ディクテー

ション」の際に、「推測Jで、書き取った箇所に下線を付してもらうことにした。そ

の根拠は、これまでの実験では、実際の音声資料とは全く聴覚的にも類似点の見

出されない語が書き取られていることがしばしばあったことから、被験者が実際

に聴いたと思った音声をもとに書き取ったのか、あるいは、はっきりと聴こえて

はいなかったものの聴こえた別の箇所からの推測をもとに埋め合わせて書いたも

のなのかを区別する必要性を感じていたからである。
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このほか、前回の平成22年度の実験からは、「ディクテーションJ終了後に正

しい英文との照合作業を行なう際に、被験者には、間違えて聴き取り書き取った

箇所について、聴解エラーにつながる要因としてどのような判断がはたらいたの

かということを、時を置かずに内省してもらい、その内省した聴解判断をミニレ

ポートの形でその場で書いて提出してもらうことにしたが、これも今回の実験で

踏襲した。

2. 2 犬塚(2∞7b)において確立している実験方法

以上が実験方法について平成22年度以降に変更を加えた点であるが、以下今回

の実験においても踏襲した犬塚(2007b)で確立している方法について平成23年度

の状況を踏まえて略述しておきたし、。

岩手大学教育学部平臓3年度前期「英語音声学演習 1Jの履修者16名(2年信

を対象に英語の音声資料を用意し、平成23~同月から8月にかけて「ディクテーシ

ヨンj の実験を行なった。実験の方法は具併句には、 (1)テープの音声を一度聴

くたびごとにそれを書き取るとし、う形で)つの英文について3団連続して行なっ

たこと、 (2)書き取りの用紙には1回目から 3回目まであらかじめ別々の欄をも

うけて、後で聴解のプロセスが把握できるような形で実施したこと、 (3)筆記用

具はボーノレベンを使用することとし、すでに終わっている箇所については遡って

書き直すことは禁止とし、書き取ったものは終了時にその場で提出をしてもらっ

たこと、である。

2. 3 音声資料

平成23年度の実験は、筆者が過去数年間にわたる調査において使用した音声資

料のうち、本布院の目的である日本語母語の影響を調査するのに適していると判

断したものを厳選したうえで上記の実験方法に沿って追調査を行なった。具備句

には、石黒(2007:4-22)、浅井他(2002:27-33)、深津他(1991:20ー21)および尾山

(2007:59-105)からあわせて22の文例を抽出した。このうち本論考では紙幅の関

係から以下の3つの文例にその対象を限定して詳細に分析および考察を行なうこ

とにする。なお実験ではいずれも上記図書に附属するCDを音声資料として使用

した。

*本稿で分析対象とした文例

01) 1 don't agree with you. 

02)Hea回目vedherel田 t国ght.

03) 1∞uld田 eher句IIDOrroW.
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3 分析と考察

3. 1 分析の視点

本節では、分析の視点として、聴解対象となる英語の音声連続を日本語母語話

者がどのように解析するのかということについて、 (1)話線と解析の方向性、

ω言語形式における階層、の2点について取りあげることにする。

3. 1. 1 話線と解析の方向性

一般に母語話者が母語の音声を聴解する時、醐平にあたって線聯句に入力され

た音声連続は話線に沿って聴揮者の頭の中で開斤される。具備句には、英語母語

話王者は話棋に沿って発せられる英語の語頗のまま解析を行なう。これは日本語母

語話者が日本語音声を聴解する場合も同様である。本論考では、日本語母語話者

が日本語とi詰吾順の異なる英語の音声を聴解する場合、英語母語話者と同じよう

に話線に沿って英語の語}I買で筒噺が行なわれるのか、あるいは母語である日本語

の聴解パターンが鰯斤の過程で何らかの影響を及ぼすのかにっし、て、分析を通し

て明らかにしたい。

3. 1. 2 言語形式における階層

3. 1. 2. 1 意義作用

次に、聴解対象となる英語の音声連続を日本語母語話者がどのように解析する

のかということについて、言語形式における階層の上下関係の観点から触れてお

きたい。言語形式伍ng¥血ticform)とは、「言語音の連続の中に現われる聴覚的形

式」と定義される(亀井他1996:391-392)。音声連続として示される言語形式の

主要な機能は意思の伝達にある。音声による伝達においては、「一定の音形式を利

用して、一定の概念に指向させること」であり、これは意義作用(signification)

と言われる。意義作用について、話者一聴者の関係で、話者の側からこれを見れ

ば、音声を通して話者が伝えようとしている意味内容が聴者の頭の中で喚起され

ることである。また、意義作用を聴者の側つまり音声聴解の観点から見れば、「一

定の音形式を聞けば、一定の概念が自動的に喚び起こされるJことである(亀井

他1996:54)。

ところで、言語形式は階層(hler宿泊y)をなしている。マノレテイネ(A

Martinet)(1960)が指摘しているように、発話された音声連続は、意味に対応して

語に分節され、さらに語は音の単位に分節される(二重分節doublearticulation)。

これを聴解に関して言えば、話者側で意思伝達のために発話された音声連続は聴

者側で「音の層」と「語の層」の二重構造のなかで解析されるものと考えられる。
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3. 1. 2. 2 r音の層Jと「語の層」

日本語母語話者による英語音声の聴解判断について考察する際に、上に述べた

「音の層」と「語の層」それぞれについてその視保を明示することにしておく。

まず「音の層Jについては、音声そのものの認識の成否が中心となるが、日本

語母語による影響が発現するレベルが、単音・音節・アクセント構造(強弱/高

低)など、日英両言語の音構造の差異のどの側面を背景と Lているのかを視野に

入れる必要がある。

次に f語の層」についてであるが、語そのものを単体としてとらえた場合と隣

接する語との関係性としてとらえる場合でその視点が異なる。前者においては英

語の場合、語幹に含まれる語葉的Qexical)な意味を正しく認識しているかどうか、

そして接辞として具現される文法的機能が音声連続の中で正しく認識されるかど

うかが分析の視長となる。

また f語の層Jにはもう一つ別の側面があって、ある語が隣接する別の語と何

らかの関係、性において認識され、聴解者が入力音声を鰯斤するなかで、まとまり

をもった句・節そして文へと統謝句に正しく組み上げられていけるかどうかとし、

う構造化の成否と、句・節そして文として正しい意味理解に至っているかがもう

一つの分析の視点となる。

以下においては、本節で台批Lた「音の層」と「語の層Jのそれぞれを視野に入

れて、筆者が行なった英語音声の聴解実験のデ‘ータから日本語母語による影響か

関わっていると思われる事例を3つ取りあげて、質的観長から個別具体的に考察

を加えることにしたい。なお、分析と考察において提示したそれぞれの英文に続

く部分は、江沼渇が fディクテーション」におけるそれぞれ1回目・ 2回目・ 3

回目であることを示し、アステリスク(女)は間違って聴き取った箇所、そして下線

部分は被験者が推測で、書き取った箇所を表わす。また、被験者にはデ、イクテーシ

ヨン1回目で、聴こえてきた音声からイメージした意味内容を付記してもらった。

3. 3 分析

3. 3. 1 話線に沿って解析が正しく行なわれて正聴解となった事例

01)“1 don'tag間 withyou."

まず、話線に沿って解析が正しく行なわれた事例として01)“1don't agree with 

you."の聴解を取りあげることにする。この文は、ディクテーション①包渇のす

べてにおいて被験者全員が正しく書き取っていた。このうち被験者Aは、その内

省のなかで、 f[この表現は]イす聞き慣れていた。“Idon'ta伊 e"まで聞き取れた

時点で正解の文が見えていたと思う。jと報告している。これを被験者の言語表現
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に即して解釈すると、「醐卒者にとって既知の表現で、あれば、先を予測しながら聴

くことが可能であるJということになる。

一般に、母語話者が母語の音声を聴解する場合は、話線に沿って先を予測しな

がら順行的に解析を行なうものと考えられる(先読み解析)。本事例は一見すると

英語母語話者と同じような「先読み解析」が成功したかのように見えるが、聴解

者にとっての勝日の表現、つまり、ある音声連続を英語の決まり文句としてその

まま記憶(チャンク理解)していたケースにあたると思われるので、完全な先読

み解析というよりは「擬似的な先読み解析Jであると筆者は考える。

3. 3. 2 話鰻に沿わずに解析が行なわれて誤聴解となった事例

以下においては、話線に沿わずに解析が行なわれて誤聴解となった事例につい

て取りあげることにする。

3. 3. 2. 1 “Hear世vedhere last night." 

まず、 02)He arrived here last night.を取りあげる。この文例の聴解において

は、被験者たちに英語音声を聴いたときに思い浮かべた意味を付記してもらった。

《事例1:被験者Bの場合》

02) He arrived here last国ght.

①安He here last night. r彼は昨晩ここにいたj

② *He豆豆島e. here last night. 

③会Hewrite here last国ght.

《事例1))で被験者Bが書き取ったものをみると、ディクテーション①では“安He

…here last night." と聴き取り、意義作用の日本語での表われとして「彼は昨

晩ここにいた」という言葉に直しており、“arrived"にあたる聴解困難だった箇

所を「いたJとし、う語をあてていることがわかる。

このうち、英文後半の“here"吋田t凶ght"を「昨晩ここに」とし、う意味内容

で正しく聴解していることについては、(1)英語の文強勢が後方強勢(finalstress) 

をとるためにこの部分に強さおよび明瞭さの点で際立ちがあること、 ω音声連

続の末尾にあって、解析開始時点に最も近いことから短期記情においても活性化

されやすい、ことから説明ができる(犬塚 2005a:63)。そして、英語の語順では文

末に位置し、強勢が置かれるが故に明瞭に聴こえる百ere"'1田 tnight"の音声

連続を入力として、意義作用を通して被験者の頭の中に喚起された意味内容を手

がかりに、「咋晩j から時間晶去、「ここにJから場所に関する意味内容を連想し

て文即時リ出を行なって、日本語の語:}I慎に沿って耳溺葬の空白部分を推測して、r"、たJ
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という語を補ったものと言える。つまり、この段階では完全に日本語を通しての

思考法になっているものと考えられる。

次に、被験者Bは、デ‘ィクテーション②においては“宏Hewrite here last night." 

と書き取っている。もとの英文にある“a出ved"をこの被験者は“'write"と聴

いたのであるが、その背景を「音の層」と「語の層」の両面から考察したい。

まず、「音の層」つまり音声的な要因であるが、犬塚白009)において考察したよ

うに、“幻rived"のように弱母音で始まるvcvの型をとる英語内容語で、かつ第

2音節に強勢が置かれる語については、「第1音節に含まれる弱母音が認識されな

いことが多く、この場合、強勢が置かれる第2音節が『解析の起動点』となり、

第2音節に含まれる母音を手がかりにして、『母語である日本語の耳』を介して第

2音節に含まれるcv音の聴覚的印象から連想される語として聴解しようとする

傾向が認められる」ものと考えられるθ揚 2009:75)。つまり日本語母語のcv型
の音節1麟卒パターンが干渉した事例と言える。

次に「語の層jの視伝から考察する。ディクテーション②では、英作文だった

らまずこうは書かないと思われる非文が書きとめられている。一般に和文英訳の

場合は、母語を思考の言語として使用しながら反省的知識を活用しつつ、英語の

特徴である呼応や一致に注意を払いながら文を組み立てていくことになる。とこ

ろで、もしディクテーション@の段階でこの被験者がその聴覚的印象から意義作

用によって「書くJという意味内容を喚起したのであれば、それを英語に直す時

に、“He"に対しては3人称単数現在の動詞形“'writes"で呼応させるか、ある

いは、 '1ast国ght"の耳部解をもとに意味内容に合わせて“write"ではなくて過去

形“wrote"とするとし、うような文法判断がはたらし、てもよかったはずなのに実

際はそうはなっていない。このことからディクテーション②では、被験者の認識

が「語の層Jまで達していないために意義作用は伴なわず、従って文法判断が入

る余地もなく、表面的な音声のみに反射的に国芯して“'arrived"/aralvdJに含ま

れる母音JaI/の残響をもとに/aII音を含む別の語をあてはめたものと考えられる。

3. 3. 2. 2 “I∞uldseeher加，mo:町 ow."

次に、 03)1 could see her加，mo町 ow.を取りあげる。

《事例2:被験者Cの場合》

03) 1∞叫d田 eher加'morrow.

①可鈎e tomorrow. 

②可盟主see 句，mo町 ow.

③合1will see her tomorrow. 
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被験者Cは“∞叫d"にあたる部分をディクテーション①では聴き取れず、②にお

いて句Will"を推測で入れている。この被験者は、内省において、その根拠を

「“'tomorrow"があるために未来の形になるかもしれないとし、う判断」がはたら

いたと述べつつも、「何となく/dJで終わるような響きが残っていたが、

“'tomorrow"があるから過去形はあり得ないと判断してしまったJ(下線は筆者

による)と報告している。この背景には、「明日」が先f予する場合は「会った」が

後続するのはおかしいという日本語の調|慎に沿った判断 (r*明日会ったJ)が展開

されている。つまり、話線に沿わない解析においては、英語の側から見れば断T

的な方向で、そして日本語の側から見れば日本語の語順に合わせて順行的に思考

が展開されて意味理解を試みていることから、 1部解において日本語的思考法が影

響を及ぼしている一例と考えられる。なお、被験者Cのこの報告からは、ディク

テーション②においては、反射的というよりはすでに反省的知識を通しての文法

解釈が試みられていることが読み取れる。ここでは聴覚的な残響と文法消Ij断との

聞に揺れが生じたが、この場合は文法判断のほうが優先されていることがわかる。

4 結語

以上利高では、平成23年度に行なったリスニング実験の結果分析をとおして、

英語音声の聴鐸に際しての日本語母語の影響について、話線と解析の方向性の観

点を踏まえて考察を加えてきた。その結果、以下のことが明らかになった。

聴解者が、英語の音声連続を語レベルですべて正しく分節できた場合は、話線

に沿って解析を行なうことが可能となり、その方向ほ、英語の語順に沿って順行

的に行なわれる。その場合、一見すると、英語母語話者のように、話線に沿って

先を予測しながら解析を行なっているかのように見えるが、それが可能となるの

は、聴解者にとって剛染みのある既知の表現のときであることが今回の実験で明

らかになった。本論考ではこれを「擬似的な先読み解析」と位置づけた。

これに対して、発話された英語の音声連続の聴解にあたって、認識の空白:域が

生じている場合には、言酪泉に沿った鰯庁はもはや不可能となり、日本語母語によ

る影響がさまざまな形で生じることが明らかになった。具備句には、音声レベノレ

では、「母語である日本語の耳」を介して日本語母語のcv型の音鯛恵解パターン

が干渉することを指摘した。また語レベルでは、聴解者がある英語の音声連続を

聴いて、それによる意義作用の表われとしてーたび日本語を介してその意味内容

が喚起されると、「思考の言語である日本語母語の頭」で、日本語の語:)1慎に沿って、

日本語的な世界観のもとで意味の推測が行なわれることが本稿の考察を通して明

らかになった。
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* 本研究は，平成23年度科学研究費補助金(基盤研究(C))[課題番号:21520496，

研究課題名:r英語音声の聴解プロセスにおける日本語母語の干渉に関する研

究JJの交付を受けて行なった研究成果の一部をまとめたものである。
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